
５ 計画の推進体制
計画を着実に推進していくため、学識経験者、図書館関係団体、公募区民

で構成する「練馬区子ども読書活動推進会議」を常設し、個別事業の取組状
況や実態について意見交換を行い、問題点や課題を検証します。

 
子ども読書活動の推進体制

練馬区子ども読書活動推進会議

■目的 計画の進捗状況を検証し、
計画策定に必要な提言を行う。
■構成

学識経験者、子ども読書活動推進団
体関係者、図書館関係民間団体関係
者、区内幼稚園関係者、区内小中学
校関係者、区内特別支援学校関係
者、公募区民 名

練馬区子ども読書活動推進計画

策定検討委員会

■目的 計画策定に関することを検
討する。
■構成（委員長：教育振興部長）
企画部、健康部、こども家庭部、教
育振興部の課長級職員
区立小中学校長、区立幼稚園長

名

提言書

の提出



※は、p.121〈用語解説〉参照

１ 区を取り巻く状況
⑴ 国の動き

平成 13 年 12 月、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（以下「推進法」
という。）が公布・施行されました。子どもの読書活動に関する基本理念を定
め、国および地方公共団体の責務を明らかにするとともに、地方公共団体は子
どもの読書活動の推進に関する計画を策定、公表することが定められました。

国は、推進法を受け、平成 14 年８月に「子どもの読書活動の推進に関する
基本的な計画」（第一次）を策定しました。その後、おおむね５年ごとに計画
を策定し、子どもの読書活動を継続的に推進しています。

読書バリアフリー法の交付・施行

令和元年 6 月、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（通称：
読書バリアフリー法）」が定められ、視覚障害者等（視覚障害、発達障害、肢
体不自由その他の障害により、書籍について、視覚による表現の認識が困難な
者）の読書環境の整備について総合的かつ計画的に推進することが規定されま
した。

学習指導要領の改訂

学習指導要領等が改訂・告示され、小学校は令和 2 年度から、中学校は令和
3 年度から全面実施され、高等学校においては令和 4 年度から年次進行で実施
されています。言語活動の充実および学校図書館を利用した児童生徒の自主的、
自発的な学習活動・読書活動の充実について規定され、学校図書館の図書資料
等を活用して調べ、まとめ、発表する学習活動にこれまで以上に取り組んでい
くことが求められています。

「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第五次）の策定

近年、新型コロナウイルス感染症の感染拡大や、GIGA スクール構想による
学校の ICT 環境の整備等により、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化し、
子どもの読書活動を推進する様々な取り組みにも影響がありました。

こうした諸情勢を踏まえて、国は令和 5 年３月に、「子どもの読書活動の推
進に関する基本的な計画」（第五次）を策定しました。計画では、これまでも
課題であった不読率※1 の低減に加え、多様な子どもたちの読書機会の確保、デ
ジタル社会に対応した読書環境の整備、子どもの視点に立った読書活動の推進
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といった、新たな方針が取り入れられました。

⑵ 東京都の動き
東京都は、推進法に基づき平成 15 年３月、「東京都子供読書活動推進計画」

を策定しました。その後、第二次、第三次計画を経て、令和３年３月、「第四
次東京都子供読書活動推進計画」を策定しました。第四次計画では、新学習指
導要領を踏まえて「学習の基盤となる資質・能力の育成のための読書活動の推
進」を目指しているほか、「特別な配慮を必要とする子供の読書環境整備の推
進」「読書の質の向上」などが掲げられています。また、区市町村での計画策
定について規定し、「子供の読書活動を推進していく上で、さらに実効性を高
めるには、各自治体において地域の実情を踏まえた推進計画を策定し、施策の
方向性や取り組みを示すことが大切です」としています。

⑶ 練馬区の動き
練馬区子ども読書活動推進計画の策定

区では、平成 16 年３月に「練馬区子ども読書活動推進計画（平成 16 年度～
20 年度）」を策定以来、関係団体等と連携を図りながら、子どもの読書活動の推
進に取り組んできました。

平成 16 年３月 「練馬区子ども読書活動推進計画（平成 16 年度～20 年度）」
平成 21 年３月 「練馬区子ども読書活動推進計画（第二次）（平成 21 年度～

25 年度）」
平成 26 年３月 「練馬区子ども読書活動推進計画（第二次）（改訂版）」

※計画期間を一年間延長
平成 27 年９月 「練馬区子ども読書活動推進計画（第三次）（平成 27 年度～

31 年度）」
令和２年３月  「練馬区子ども読書活動推進計画（第四次）（令和２年度～

６年度）」

※は、p.121〈用語解説〉参照

１ 区を取り巻く状況
⑴ 国の動き

平成 13 年 12 月、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（以下「推進法」
という。）が公布・施行されました。子どもの読書活動に関する基本理念を定
め、国および地方公共団体の責務を明らかにするとともに、地方公共団体は子
どもの読書活動の推進に関する計画を策定、公表することが定められました。

国は、推進法を受け、平成 14 年８月に「子どもの読書活動の推進に関する
基本的な計画」（第一次）を策定しました。その後、おおむね５年ごとに計画
を策定し、子どもの読書活動を継続的に推進しています。

読書バリアフリー法の交付・施行

令和元年 6 月、「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（通称：
読書バリアフリー法）」が定められ、視覚障害者等（視覚障害、発達障害、肢
体不自由その他の障害により、書籍について、視覚による表現の認識が困難な
者）の読書環境の整備について総合的かつ計画的に推進することが規定されま
した。

学習指導要領の改訂

学習指導要領等が改訂・告示され、小学校は令和 2 年度から、中学校は令和
3 年度から全面実施され、高等学校においては令和 4 年度から年次進行で実施
されています。言語活動の充実および学校図書館を利用した児童生徒の自主的、
自発的な学習活動・読書活動の充実について規定され、学校図書館の図書資料
等を活用して調べ、まとめ、発表する学習活動にこれまで以上に取り組んでい
くことが求められています。

「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」（第五次）の策定

近年、新型コロナウイルス感染症の感染拡大や、GIGA スクール構想による
学校の ICT 環境の整備等により、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化し、
子どもの読書活動を推進する様々な取り組みにも影響がありました。

こうした諸情勢を踏まえて、国は令和 5 年３月に、「子どもの読書活動の推
進に関する基本的な計画」（第五次）を策定しました。計画では、これまでも
課題であった不読率※1 の低減に加え、多様な子どもたちの読書機会の確保、デ
ジタル社会に対応した読書環境の整備、子どもの視点に立った読書活動の推進
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「練馬区子ども読書活動推進計画（第四次）」（以下「第四次計画」という。）
では、子どもが生涯にわたり読書習慣を身に付けることができるよう、子どもの
発達段階に応じた読書環境の整備の推進を目標とし、総合的・計画的に事業を展
開しました。

教育現場を取り巻く動き

平成 27 年４月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され、
教育に関する目標や施策の根本的な方針について、大綱を策定することと定め
られました。区では、平成 28 年２月に「練馬区教育・子育て大綱」（以下「大
綱」という。）を策定し、さらに令和３年 3 月大綱を改定しました。大綱では、
教育と子育てのそれぞれの分野における施策の目標や取組の方向性を体系的に
整理し、重点となる施策を示しています。

令和元年 11 月に策定された、「練馬区学校 ICT 環境整備計画【令和元年度改
訂版】」により、令和２年度から、練馬区立小中学校に通う全児童生徒にタブレッ
トパソコンが配備され、子どもたちの学習に利用されています。

令和４年３月、「練馬区教育振興基本計画 令和４年度（2022 年度）～８年度
（2026 年度）」を策定し、「学校図書館を活用した探究的学習や読書活動の充実
を図ること」を目標としました。

これからの図書館構想の策定

令和４年 11 月、「これからの図書館構想」を策定しました。構想では、これか
らの図書館の理念やおおむね 10 年後の将来像、その実現に向けたコンセプトを
示しました。

「世界につながる彩り豊かな知の情報拠点」を理念に掲げ、「世界の情報、知
を届ける」「練馬の文化を次世代に繋げ、発信する」「交流が生まれ、新たな知が
創造される」「デジタルを活用し、誰もが情報を得られる」の４つを目指す将来
像として描きました。知識を集積し、発信することで、地域の知の基盤となり、
グランドデザイン構想が描く成熟都市ねりまの実現の一翼を担います。

その中では、図書館と人をつなげるアウトリーチの強化や、地域とのつながり
の創出、デジタルを活用したサービスの提供等の取り組みが盛り込まれていま
す。
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第３次みどりの風吹くまちビジョンの策定

区は、平成 30 年６月に、「暮らし」・「都市」・「区民参加と協働」の３つの分野
からなる「グランドデザイン構想」を策定し、区が目指す将来像を区民の皆様と
共有しました。グランドデザイン構想の実現に向けて、区の新たな総合計画（地
方版総合戦略）として、令和６年３月に「第３次みどりの風吹くまちビジョン」
を策定しました。リーディングプロジェクトとして「美術館・貫井図書館の全面
リニューアル」を掲げ、年齢や障害の有無に関わらず、誰もが楽しめる施設とす
ることを定めました。また、区立図書館の利便性を高めるため、電子図書館サー
ビスの導入、利用カードのデジタル化、全児童生徒へ配備されたタブレットパソ
コンを使った読書活動の推進等について取り組んでいくことを示しました。

「練馬区子ども読書活動推進計画（第四次）」（以下「第四次計画」という。）
では、子どもが生涯にわたり読書習慣を身に付けることができるよう、子どもの
発達段階に応じた読書環境の整備の推進を目標とし、総合的・計画的に事業を展
開しました。

教育現場を取り巻く動き

平成 27 年４月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され、
教育に関する目標や施策の根本的な方針について、大綱を策定することと定め
られました。区では、平成 28 年２月に「練馬区教育・子育て大綱」（以下「大
綱」という。）を策定し、さらに令和３年 3 月大綱を改定しました。大綱では、
教育と子育てのそれぞれの分野における施策の目標や取組の方向性を体系的に
整理し、重点となる施策を示しています。

令和元年 11 月に策定された、「練馬区学校 ICT 環境整備計画【令和元年度改
訂版】」により、令和２年度から、練馬区立小中学校に通う全児童生徒にタブレッ
トパソコンが配備され、子どもたちの学習に利用されています。

令和４年３月、「練馬区教育振興基本計画 令和４年度（2022 年度）～８年度
（2026 年度）」を策定し、「学校図書館を活用した探究的学習や読書活動の充実
を図ること」を目標としました。

これからの図書館構想の策定

令和４年 11 月、「これからの図書館構想」を策定しました。構想では、これか
らの図書館の理念やおおむね 10 年後の将来像、その実現に向けたコンセプトを
示しました。

「世界につながる彩り豊かな知の情報拠点」を理念に掲げ、「世界の情報、知
を届ける」「練馬の文化を次世代に繋げ、発信する」「交流が生まれ、新たな知が
創造される」「デジタルを活用し、誰もが情報を得られる」の４つを目指す将来
像として描きました。知識を集積し、発信することで、地域の知の基盤となり、
グランドデザイン構想が描く成熟都市ねりまの実現の一翼を担います。

その中では、図書館と人をつなげるアウトリーチの強化や、地域とのつながり
の創出、デジタルを活用したサービスの提供等の取り組みが盛り込まれていま
す。
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２ これまでの区の取組状況
⑴ 第四次計画期間における取組および目標指標の達成状況

第四次計画では、第三次計画の取組体系を継承し、発達段階に応じた「乳幼
児の読書活動の推進」「小中学生の読書活動の推進」「高校年代の読書活動の推
進」「支援を必要とする子どもの読書活動の推進」および「読書活動推進の基
盤づくり」の５つの目標を定め、各種取組に対する目標指標を定めて推進して
きました。

第四次計画目標指標の達成状況

目標名 指 標
実 績 目 標

令和
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

目標一
乳幼児の読書
活動の推進

ブックスタート事業の参加
率（％）
区立図書館による乳幼児へ
の貸出冊数（冊）
区立図書館によるおはなし
会等事業の実施回数（回）
区立図書館によるおはなし
会等事業の参加人数（人）

目標二
小中学生の読
書活動の推進

小学生の読書率（％）
※２年に 度調査

― ー ―

中学生の読書率（％）
※２年に 度調査

― ー ―

読書活動推進のための指導
計画作成割合（小学校）
（％）※２年に 度調査

― ー ―

読書活動推進のための指導
計画作成割合（中学校）
（％）※２年に 度調査

― ー ―

学校図書館の貸出冊数（小
学校）（冊）

― ― ３年度
より増加

学校図書館の貸出冊数（中
学校）（冊）

― ―
３年度

より増加

第
２
章



目標名 指 標
実 績 目 標

令和
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

目標二
小中学生の読
書活動の推進

区立図書館による学校等へ
の団体貸出冊数（冊）
本の探検ラリーの実施校数
（校）
区立図書館による小学生へ
の貸出冊数（冊）
区立図書館による中学生へ
の貸出冊数（冊）

目標三
高校年代の読
書活動の推進

区立図書館による高校年代
への貸出冊数（冊）
区内都立高校生徒の読書率
（％）※２年に 度調査

― ー ―

目標四
支援を必要と
する子どもの
読書活動の推
進

障害等に配慮した資料の点
数（点）

区立図書館による特別支援
学校等への貸出冊数（冊）

目標五
読書活動推進
の基盤づくり

区立図書館におけるボラン
ティアの活動回数（回）
区立図書館におけるボラン
ティアの活動人数（人）

計画期間に新型コロナウイルスの感染拡大による図書館の臨時休館等の影
響を受け、取組の推進が滞ったほか、一部の目標数値が大幅に低下しています
が、新型コロナウイルス感染症が五類感染症に移行した令和５年度には回復
傾向にあります。

２ これまでの区の取組状況
⑴ 第四次計画期間における取組および目標指標の達成状況

第四次計画では、第三次計画の取組体系を継承し、発達段階に応じた「乳幼
児の読書活動の推進」「小中学生の読書活動の推進」「高校年代の読書活動の推
進」「支援を必要とする子どもの読書活動の推進」および「読書活動推進の基
盤づくり」の５つの目標を定め、各種取組に対する目標指標を定めて推進して
きました。

第四次計画目標指標の達成状況

目標名 指 標
実 績 目 標

令和
元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度

目標一
乳幼児の読書
活動の推進

ブックスタート事業の参加
率（％）
区立図書館による乳幼児へ
の貸出冊数（冊）
区立図書館によるおはなし
会等事業の実施回数（回）
区立図書館によるおはなし
会等事業の参加人数（人）

目標二
小中学生の読
書活動の推進

小学生の読書率（％）
※２年に 度調査

― ー ―

中学生の読書率（％）
※２年に 度調査

― ー ―

読書活動推進のための指導
計画作成割合（小学校）
（％）※２年に 度調査

― ー ―

読書活動推進のための指導
計画作成割合（中学校）
（％）※２年に 度調査

― ー ―

学校図書館の貸出冊数（小
学校）（冊）

― ― ３年度
より増加

学校図書館の貸出冊数（中
学校）（冊）

― ―
３年度

より増加
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※は、p.121 の〈用語解説〉参照

第四次計画における取組（主な課題と成果）

目標一 乳幼児の読書活動の推進
家庭や地域等における乳幼児の読書活動を推進するため、区立図書館、保

育所や幼稚園、児童館、保健相談所および地域文庫※2等が、事業の充実・発
展に取り組んできました。
平成14年度に「ブックスタート※3事業」を開始して20余年が経過しまし

た。練馬区の乳幼児読書を支える事業として定着し、本を通じた親子のふれ
あいの大切さを広めています。事業の参加率は、新型コロナ感染症拡大期に
落ち込んだ後、令和５年度に新型コロナ以前の水準まで回復し、５割半ばを
推移しています。参加率の向上をめざし、対象者がより参加しやすくなるよ
う周知方法等の改善を図っていくことが必要です。
また、ボランティアや地域団体と協働し、発達段階に応じた読み聞かせや

おはなし会、手話つきおはなし会、地域施設への出張おはなし会等の他、多
様な分野の本に触れ、読書の楽しみを体験できるクイズ形式の本の探検ラ
リー※4等各種事業を実施してきました。
保育所や幼稚園では、園だよりや絵本コーナーを活用して、保護者におす

すめの絵本を紹介する等、読書活動の支援・啓発に取り組んでいます。
児童館や学童クラブ等の施設や、区内の民間カフェで開催する「練馬こど

もカフェ※5」等では、推薦図書リストの配布や絵本の読み聞かせなどを行
い、読書活動の支援・啓発に取り組んでいます。

主な成果 （p.12~13 を参照）

○新型コロナウイルスの感染拡大による図書館の臨時休館等により、令和 年度に各取

組の数値が大きく低下しましたが、ブックスタートにおける参加率は令和５年度は回復

し、令和２年度以降で最大となりました。ただし、目標値までには至っておらず、さらな

る周知が必要です。

主な課題 （p.12~13 を参照）

○対前年度比の乳幼児への貸出冊数が令和４年度から２年連続で減少しています。

○令和５年度のおはなし会の実施回数は回復し、令和元年度の回数を上回っているのに

対し、参加人数は に留まり、参加者数の回復が鈍化しています。
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※は、p.121 の〈用語解説〉参照

第四次計画における取組（主な課題と成果）

目標一 乳幼児の読書活動の推進
家庭や地域等における乳幼児の読書活動を推進するため、区立図書館、保

育所や幼稚園、児童館、保健相談所および地域文庫※2等が、事業の充実・発
展に取り組んできました。
平成14年度に「ブックスタート※3事業」を開始して20余年が経過しまし

た。練馬区の乳幼児読書を支える事業として定着し、本を通じた親子のふれ
あいの大切さを広めています。事業の参加率は、新型コロナ感染症拡大期に
落ち込んだ後、令和５年度に新型コロナ以前の水準まで回復し、５割半ばを
推移しています。参加率の向上をめざし、対象者がより参加しやすくなるよ
う周知方法等の改善を図っていくことが必要です。
また、ボランティアや地域団体と協働し、発達段階に応じた読み聞かせや

おはなし会、手話つきおはなし会、地域施設への出張おはなし会等の他、多
様な分野の本に触れ、読書の楽しみを体験できるクイズ形式の本の探検ラ
リー※4等各種事業を実施してきました。
保育所や幼稚園では、園だよりや絵本コーナーを活用して、保護者におす

すめの絵本を紹介する等、読書活動の支援・啓発に取り組んでいます。
児童館や学童クラブ等の施設や、区内の民間カフェで開催する「練馬こど

もカフェ※5」等では、推薦図書リストの配布や絵本の読み聞かせなどを行
い、読書活動の支援・啓発に取り組んでいます。

主な成果 （p.12~13 を参照）

○新型コロナウイルスの感染拡大による図書館の臨時休館等により、令和 年度に各取

組の数値が大きく低下しましたが、ブックスタートにおける参加率は令和５年度は回復

し、令和２年度以降で最大となりました。ただし、目標値までには至っておらず、さらな

る周知が必要です。

主な課題 （p.12~13 を参照）

○対前年度比の乳幼児への貸出冊数が令和４年度から２年連続で減少しています。

○令和５年度のおはなし会の実施回数は回復し、令和元年度の回数を上回っているのに

対し、参加人数は に留まり、参加者数の回復が鈍化しています。
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※は、p.122 の〈用語解説〉参照

主な成果 （p.12~13 を参照）

○小中学校における読書活動推進のための指導計画作成割合は、令和４年度に目標値

の ％を達成しました。

○学校図書館の貸出冊数は、令和 年度中に全区立小中学校への学校図書館蔵書管理

システムの導入により、集計できるようになりました。令和５年度の中学校の貸出冊数

は、前年度に比べ増加しました。

○本の探検ラリーの実施校数は令和 年度に減少しましたが、以降順調に回復基調にあ

ります。

主な課題 （p.12~13 を参照）

○小中学生の読書率※ は平成 年度以降減少が続いています。

○団体貸出冊数、区立図書館による小中学生への貸出冊数は、令和２年度に減少した後、

回復していません。

○今後、電子図書館サービスの充実を図り、授業での電子書籍活用を広げていくことが

課題です。

コラム：本の探検ラリー

本の探検ラリーは、区民団体と図書館が協働
し、小中学校等で実施されています。
多様な分野の本を読み、その本に関するクイズ
に答えることで、子どもたちの本への関心を広
げ、読書週間を身に付けるきっかけをつくりま
す。

第
２
章



※は、p.122 の〈用語解説〉参照

主な成果 （p.12~13 を参照）

○小中学校における読書活動推進のための指導計画作成割合は、令和４年度に目標値

の ％を達成しました。

○学校図書館の貸出冊数は、令和 年度中に全区立小中学校への学校図書館蔵書管理

システムの導入により、集計できるようになりました。令和５年度の中学校の貸出冊数

は、前年度に比べ増加しました。

○本の探検ラリーの実施校数は令和 年度に減少しましたが、以降順調に回復基調にあ

ります。

主な課題 （p.12~13 を参照）

○小中学生の読書率※ は平成 年度以降減少が続いています。

○団体貸出冊数、区立図書館による小中学生への貸出冊数は、令和２年度に減少した後、

回復していません。

○今後、電子図書館サービスの充実を図り、授業での電子書籍活用を広げていくことが

課題です。

コラム：本の探検ラリー

本の探検ラリーは、区民団体と図書館が協働
し、小中学校等で実施されています。
多様な分野の本を読み、その本に関するクイズ
に答えることで、子どもたちの本への関心を広
げ、読書週間を身に付けるきっかけをつくりま
す。
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かせなども実施しました。練馬区の読書活動はこれら地域の方々により支え
られ、発展を遂げてきました。区立図書館は、関係団体をつなぐ中心的な役
割を担い、情報交換および相互協力を進めています。
本計画の事業については、公募区民、学校、読書活動推進団体および学識

経験者による練馬区子ども読書活動推進会議（平成 16 年度に設置）におい
て、意見交換や検討を行い、進捗状況等を検証しています。

主な成果 （p.12~13 を参照）

○令和５年度のボランティアの活動回数は直近の５年間で最多となり、活動人数も

おおむね新型コロナ感染拡大以前の数値に回復しています。
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※は、p.123 の〈用語解説〉参照

３ 子どもの読書に関するアンケート

子どもの視点に立った読書活動を推進するため、令和６年度に区立小学校２
年生、５年生、中学校２年生（８年生）、区内の都立高等学校に通う生徒を対象
に「子どもの読書に関するアンケート」を実施しました。その概要を 22～23 ペー
ジにまとめています。

①「１か月に本を何冊くらい読みますか」の質問に対して、1か月に全く本を
読まない割合は、小中学生が５～10％なのに対して、高校生は 40％弱という結
果でした。学年が上がるにつれて不読率が上昇していることが読み取れます。家
庭や学校を通じて読書習慣を定着させるための取組が必要です。

②「まちの図書館を利用していますか」の質問では、１週間に１～２回以上利
用している割合は、小学２年生で 30％、中学２年生で６％、高校生で４％とな
り、学年が上がるにつれて図書館利用が減少していることが分かります。特に、
高校生の半数以上は図書館をまったく利用していないという結果となりました。

③「まちの図書館を利用しないのはなぜですか」の質問に対し、利用しない理
由の１位は、「本は自分で買うから」、３位は「読みたい本が図書館にはないから」
という結果でした。図書館がお勧めする本と、中高生の読みたい本との間に乖離
が生じている可能性があります。また、読みたい本を所蔵していてもそれを知ら
ない場合や、人気が高いため貸し出されていることなども考えられます。中高生
のニーズを適宜組み取りながら読書の質を高めていくような蔵書を構成してい
くと同時に、新刊図書などを知らせる推薦図書リストの充実なども必要となり
ます。

④図書館でやってほしいイベントについての質問については、小学生からは
おはなし会や科学教室などの人気が高く、中高生からは、ボードゲームやマン
ガ・ライトノベル※ 講座などの人気が高い結果でした。人気の高い中高生向け
事業を一部の館では実施しているものの、回数は限られているのが現状です。中
高生にも興味を持ってもらえるような事業をより充実させていく課題がありま
す。

⑤「学校図書館を休み時間や放課後どのくらい利用していますか」の質問に対
して、１週間に１～２回以上利用している割合は、小学 2 年生で 50%。中学 2
年生で 20%、高校生になると 10％と減少しています。学校での読書指導体制を
充実していく課題があります。
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⑥本を読むのが嫌いと答えた子どもに対して、その理由を訊ねた質問に対し
て、本を読むのが嫌いな理由の１位は「面倒だから」、２位は「文字を読むのが
苦手だから」という結果でした。両者は深く結びついており、読むことの苦手意
識から読書が面倒ととらえられている可能性も想定されます。読むのが苦手な
子どもでも気軽に読書機会に触れられるような読書のあり方が望まれていると
とらえることができると思います。

⑦「図書館にどのような電子書籍があるとうれしいですか」という質問に対し、
あってほしい電子書籍は、マンガ・小説に次いで３位が「趣味の本」、４位が「調
べ学習の本」という結果でした。年齢が上がると「ライトノベル」の人気も高く、
中学 2 年生では４位、高校では３位となりました。子どものより深く知りたい
と思う意欲に応えられるよう、学校支援の充実や地域資料のデジタルアーカイ
ブ化も進めていく必要があります。
⑧図書館での会話についての質問では、中高生の

７割は会話に対して許容的で、「少しの会話ならい
い」、「会話できるスペースや時間があれば、そこでな
らいい」に回答しました。中高生年代の居場所・交流
の場として、会話を楽しめるスペースが求められて
おり、既存の静かに読書をするためのスペースとの
共存方法を検討する必要があります。

⑨理想の図書館について自由記述で記載してもら
う質問です。理想の図書館は「誰かの居場所になれ
る」、「本について図書館の人に聞きやすい」といった
意見が見られました。
この他のアンケートの詳細は、巻末資料を参照し

てください。

※は、p.123 の〈用語解説〉参照

３ 子どもの読書に関するアンケート

子どもの視点に立った読書活動を推進するため、令和６年度に区立小学校２
年生、５年生、中学校２年生（８年生）、区内の都立高等学校に通う生徒を対象
に「子どもの読書に関するアンケート」を実施しました。その概要を 22～23 ペー
ジにまとめています。

①「１か月に本を何冊くらい読みますか」の質問に対して、1か月に全く本を
読まない割合は、小中学生が５～10％なのに対して、高校生は 40％弱という結
果でした。学年が上がるにつれて不読率が上昇していることが読み取れます。家
庭や学校を通じて読書習慣を定着させるための取組が必要です。

②「まちの図書館を利用していますか」の質問では、１週間に１～２回以上利
用している割合は、小学２年生で 30％、中学２年生で６％、高校生で４％とな
り、学年が上がるにつれて図書館利用が減少していることが分かります。特に、
高校生の半数以上は図書館をまったく利用していないという結果となりました。

③「まちの図書館を利用しないのはなぜですか」の質問に対し、利用しない理
由の１位は、「本は自分で買うから」、３位は「読みたい本が図書館にはないから」
という結果でした。図書館がお勧めする本と、中高生の読みたい本との間に乖離
が生じている可能性があります。また、読みたい本を所蔵していてもそれを知ら
ない場合や、人気が高いため貸し出されていることなども考えられます。中高生
のニーズを適宜組み取りながら読書の質を高めていくような蔵書を構成してい
くと同時に、新刊図書などを知らせる推薦図書リストの充実なども必要となり
ます。

④図書館でやってほしいイベントについての質問については、小学生からは
おはなし会や科学教室などの人気が高く、中高生からは、ボードゲームやマン
ガ・ライトノベル※ 講座などの人気が高い結果でした。人気の高い中高生向け
事業を一部の館では実施しているものの、回数は限られているのが現状です。中
高生にも興味を持ってもらえるような事業をより充実させていく課題がありま
す。

⑤「学校図書館を休み時間や放課後どのくらい利用していますか」の質問に対
して、１週間に１～２回以上利用している割合は、小学 2 年生で 50%。中学 2
年生で 20%、高校生になると 10％と減少しています。学校での読書指導体制を
充実していく課題があります。
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